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Ｔ・Ｓエリオットの初期の詩における

宗教的要素と個性の問題

亀岡浩

１ 

エリオットの『灰の水曜日』（AsA-Wbﾋﾞﾒ'2esdlz)リは，1930年に全６編からな

る－つの作品として発表された。この詩の前半の３編は，1927年から1929年に

かけて単独の作品としてそれぞれ発表されたが；1928年に発表された作品を第

一部に据えて，最終的に後半の３編を書き加えて1930年の４月に『灰の水曜

日』という題目の下にまとめられた詩である(1)。エリオットにとって，了灰の

水曜日』の創作に取り掛かった1927年という年は，アングロ・カトリックに改

宗し，イギリスに帰化した点で，人生における－つの大きな節目に当たる。詩

人としての創作態度においても，『灰の水曜日』以降の詩作品には，宗教的な

要素が，明確な言語としての表現形式によって取り扱われている。『灰の水曜

日』の僅か５年前の1925年に発表された「うつるな人びと」（`TheHollow

Men,,）においても宗教的な要素が同様に取り扱われてはいるが）それは作品

世界の根底の部分において，主として物語全体の枠組みの中で利用されてい

る。ところが，『灰の水曜日』においては，宗教的な要素が一貫して詩の主題

と融合し，作品世界に投影されている点で特徴を示すのである。エリオットが

改宗する以前に発表された主だった詩においては，宗教的な要素は，作品の世

界を構成するそれぞれの素材と関連性をもたされた上で，詩的技巧によって巧

妙に形を変え，詩の意味内容との関係で抑圧されたものとなっている。独白体

で書かれた「うつるな人びと」の最終の第五部は，イギリスに古くから伝わる

童謡の「桑の木のしげみ」（"MuIberryBush"）のパロディーから始まる。

HbremCgmo"，ｚｔﾉieprjC鋤ｐｍｒ

Ｂ７ｃ的PCαγ”c鋤Ｐｍｒ
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Hb”mFgwmOmz‘tACPγj‘んｌｙｐｃａｒ

Ａｚ友ｗＯヒル虚i〃rAem0r72mg

Betweentheidea 

Andthereality 

Betｗｅｅｎｔｈｅｍｏｔｉｏｎ 

Ａｎｄｔｈｅａｃｔ 

ＦａｌｌｓｔｈｅShadow 

Fbr”j,BejStﾉｹｅＫＵ"g［わ"2１２１（Ｖ,1-10）

この初めの４行は，童謡のコーラスの単なるパロディーにとどまらず，この

コーラスによってこの箇所から，作物の豊かな実りを祈念して５月に行われる
メイポール

祭而Bで使用される５月柱が，想起される(3)。この５月祭において男女は，花や
メイポール

リボンなどで美しく飾られた５月柱の周囲を取り囲み，踊りながら回るのであ

る(4)。一連のこのような行為は，本来，豊作と多産を象徴しているのである

が，「うつるな人びと」においては，緑ゆたかな桑の木が，何度も繰り返され

る「サボテン」（"pricklypear，，）という言葉に取って代えられ，不毛と虚し

さの世界が示されている。うつるな人達の住む場所は，結局は，砂漠のように

生命的なものからはほど遠い「死の国」（``deadland'，）でしかないことが；こ

の最終部で改めて確認されるのである。そして「観念と実在｣，「動作と行為」

といったそれぞれの関連性をあたかも断ち切るかのように，両者の間に落ちる

｢影」（"Shadow，,）は，『荒地（71ﾙeWtzst‘Ｌα”）の第一部の「死者の埋葬」

("TheBurialoftheDead"）において描写されている「幻の都市」（"Unreal

city"）を連想させる言葉でもある。『荒地』においては，ロンドンはまさに

死の国に等しく，そこに暮らす都会人は，生命なき虚しい人びととしてエリオ

ットの目に写っている(5)。この意味においては，「うつるな人びと」の作品世

界は，『荒地』の主題を個人的な段階にまで降ろして，更に『荒地』のヨーロ

ッパから小アジアにも及ぶ広大な背景を，より一層小さな範囲に限定して出来

上がった世界であるといえる。そして「うつるな人びと」の作品世界において

は，詩を構成する要素は，語り手によるうつるな人達の悲惨な姿を物語る際の

意味内容との関連で，虚しさを強調する手段として用いられている。
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Betweentheconception 

Andthecreaｔｉｏｎ 

Ｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｅｍｏｔｉｏｎ 

Ａｎｄｔｈｅｒｅｓponse 

FallstheShadow 

L沈ｉｓｗ７ｙｌｂ"９（Ｖ,11-16）

エリオットは「主の祈り」にひきつづき，「芸術は長く，人生は短い」（"Arl

islong,lifeisshort.，,）という諺のパロディーを挿入し(6)，問題の解決をどこ
までも先延ばしにし，選巡すろうつろな人達の様子を皮肉的に描写するのであ

る。彼らは，ちょうどサボテンの回１１をぐるぐると回I〕続けるだけで，発展`性

のない行為が虚しく感じられるように，死の国から解放されることはないので

ある。しかも，「着想と創造」あるいは「感情と反応」といった，本来，それ

ぞれが互いに影響を与え合うはずの動作や作用の間にも，影が落ちるのであ

る。これを，両者の関係の断絶を現わすと考えるならば，自分の生命を懸けて

まで政府の転覆をたくらみながらも，内通者の密告によってその目的を果たす

ことに失敗したガイ・フォークス（GuyFawkes）との関連が想起される。

彼の着想は政府転覆に根差したところにあり，新政府による新しい制度と秩I享

を誕生させるという点に創造があった。そして，自爆を覚悟したフォークスの

激烈な感情と，その感情に対する反応の虚しさは，まさしくフォークス自身の

ものである。そして「人生はとても長い」という詩句は，３６歳で逮捕されて処

刑された彼の人生の虚しい末路をも皮肉った一行でもあ})，第二のエピグラフ

の意味内容が，この部分において脈打っているのである。また同様に，「サポ
メイ敬一ル

テンの回りを回る」という童謡のパロディーが，５)三|柱の周囲を踊}〕ながら回

る祭祀を連想させるだけにとどまらず，子供たちが，ガイ・フォークスを模し

た人形を抱いて街の中を歩き回る，ガイ・フォークス・デー（11月５日）の祭

りの様子とも，イメージの上で重層しているといえる。従って最終的に，この

詩の最終行における爆発音を現わす"〃"９，という一語の中に，ガイ・フオー

クスー味の国会議事堂爆破計画への暗示とともに，詩の全ての要素が帰結する

のである。但し，意味的な内容としては，「すす}〕泣き」（``mAimpe〆，）という

厳後の語'h]が暗示するように，彼らの陰謀の失敗と，そしてまた，死の国から

救済されそうにもない詩の世界の様子とが，作品世界の根底において互いに結
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合され，両者の耐え難い悲惨な状況が，虚しく象徴的に描写されているといえ

るのである。この虚しさは，「主の祈り」の一部を挿入させることによって，

詩の構成という創作上の技法ともあいまって，宗教的な要素が，「うつるな人

びと」の主題と密接につながり，詩の意味内容の展開と効果という点におい

て，不可欠な役割を果たしている。

Betweenthedesire 

Andthespasm 

Betweenthepotency 

Andtheexistence 

Betweentheessence 

Andthedescent 

FallstheShadow 

Fbr71hilzeistAeKH71gYわ腕
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(Ｖ，17-31） 

サボテンの周囲を回るという童謡のコーラスで始まったこの最終部は，その

しめくくりとして，同じく童謡のコーラスによって完結されている。詩の構造

上の問題に関していえば；「主の祈り」という神聖な礼拝式の要素を取り込み

ながら，一方で，信仰に基づく救済のない死の国との対比によって，皮肉の程

度が強調されているといえる。最も痛烈な皮肉は，春先に行われる豊穣祭祀の

暗示が，「主の祈り」とともに聖餐式の儀式を思い起こさせる構成によって取
り扱われている点にある(7)。

Hosei University Repository
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２ 

エリオットが「うつるな人びと」の構想を練っていた頃は，まだロイズ銀行

の行員であったのであるが，同時に文芸批評の雑誌である『クライティーリオ

ン』（71heCriZE,ｎｉｏ,,）の編集長という重責も担い，彼にとっては多忙を極めた

時期であった。当時のエリオットは，銀行を辞め編集の仕事に専念したいと考

えたのであるが，これを阻む一つの大きな問題があった。エリオットがロイズ

銀行に勤めている限りにおいては，エリオットと妻のヴイヴィアン（Vivien）

の生活は保証されたものであったが，雑誌編集長の仕事となると給料は低く，

任期も定まらず，生活の保証が得られなかったのである。ヴィヴィアンは，エ

リオットが銀行を辞めることに反対し，なんとか思いとどまらせたが，ちょう

どこの頃からヴィヴィアンの健康状態は著しく悪化していった。エリオットは

銀行から何度も休暇を取})，ヴイヴイアンの看病をするかたわら，「クライテ

イーリオン』の編集の仕事とは別に，関係のある雑誌のために数多くの書評を

執筆し，なんとか生活費を捻出していたのである。エリオットとしては，この

ような日常に追われつつも，詩人として，それまでの詩作品とは異なった，も

っと大規模な作品を書きたいと思うようになっていた。エリオットが書きたい

と考えていた作品は「闘士スウィーニー』（szU""`1ｙＡｇＤ'１iszas）という戯曲で

あI〕，実際のところ，1923年の９月までには執筆に取り掛かっていた(8)。

エリオットは，「闘士スウィーニー』を，それ以前の『荒地のような類の

詩とは全く異なった手法で創作しようと試みた。それまでのエリオットは，い

ろいろな著作家の優れた文学作品から詩句を抜き出して，それをエリオット独

自の価値観によって加工し，詩の作品世界の中に投じることによって，新しい

詩作品としての枠組みを作り上げたのである。そして，本来の詩句の意味は，

エリオットが作り出した詩の構造の中において，全く新しい意味内容を持ち，

新たな詩句として生まれ変わるのである(9)。ところが，『闘士スウィーニー』

においては，このような創作の上での傾向を変えて，極めて独自色の強い，斌

も独創的な作品に仕上げるつもりでいた('０)。しかし，この試みは結局失敗に

終わり，エリオットは，もう二度と新しい詩を創作することができないのでは

ないかと深刻に思い込むほどの挫折を感じた。この頃のエリオットには，活力

や霊感を引き出せるような，傑出した輝かしい文学的な模範が，どうしても必

Hosei University Repository
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要だったのである1''１。そこでエリオットは，『闘士スウイーニー』よ'１も一層

簡潔な表現を用いた，短くて扱い易い詩の創作を始め，最終的に「うつるな人

びと」として一連の詩にまとめられることになった。「闘士スウィーニー」は

失敗に終わりはしたものの，結果的に，エリオットのそれ以前の詩にはない，

簡潔で短い繰り返し表現の多い，口語体に近い文体によって構成される詩が出

来上がったのである。エリオット自身が，「うつるな人びと」は『闘士スウイ

ーニー』と関連性があることを認めているように，「うつるな人びと」の表現

形式は，戯曲のそれに類似しており，この頃から詩に対するエリオットの創作

態度に変化がみられ始め，その後，了灰の水曜日』や『四つの四重奏』（Fb”

Ｑ“"ａｓ）のような，信仰告白的で内省的な構成をもつ詩を生み出すようにな

っていった。このような経緯からして，『闘士スウイーニー』の創作に失敗し

たエリオットは，もはや詩人としての生命も尽き果てたかにみえたが，この挫

折が彼にとって，かえって詩人としての新境地を拓く契機になったといえるで

あろう1121゜しかし，詩の創作者としてのエリオットにおけるこのような変化

は，詩行の構成や詩の世界に用いられるイメージの取り扱い方や表現形式など

といった，いわば詩的技巧面における新生であって，詩人としての根本的な部

分においては，ある種の一貫性がある。つまり，創作面における態度の変化

と，これに伴って生じる詩の内容と構造における変化が，明確な形で詩行から

読み取れるとしても，このことが，エリオットをいわゆる転向の詩人として位

置づけることには，なりえないのである。

エリオットの詩に一貫して取り扱われている要素は，宗教の問題であり，宗

教的な要素を抜きにしては，エリオットの詩の作品世界は成立しえないのであ

る。初期の詩においては，宗教的な要素は，比臓的表現による複雑な意味内容

やイメージの展開の中にあって巧妙に処理され，作品世界の物語と結びつい

て，時には否定されたり，また時には登場人物の言動との関連で椰楡の対象に

されたりしている。つまり，初期の詩においては，宗教的な要素は，詩の技巧

とあいまって，詩の世界の背景を築き上げる際の一つの手段として，機能を果

たしている。エリオツトは，例えば，1917年の７月に「リトル・レヴュー』

(71heLitt化Ｒｅ確鋤の中で，次のような連から始まる「河馬」（"TheHippo‐

potamus'，）という詩を;蕨している。

Thebroad-backedhippopotamus 

Hosei University Repository
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Restsonhisbellyinthemud8 

Althouｇｈｈｅｓｅｅｍｓｓｏ（iｒｍｔｏｕｓ 

ＨｅｉｓｍｅｒｅｌｙＨｅｓｈａｎｄｂｌｏｏｄ (111-4） 

この詩は，発表の２年後の1919年に出版された「詩蝋（Pｂｅ"1s）にも収め

られた作品であるが，もともとこの詩は，フランスのゴーテイエ（Th6ophile

Gautier）の詩に触発されて書かれた作品の一つとして，彼の詩の中で位置づ

けられている。この詩の場合は，ゴーティエの「河馬」（Ｌ'Hippopotame，）

という同名の詩がその下地となったことは明白であるが，エリオットは，陸上

では存在感を示し，水中でも暹し〈生きる河馬のように，過酷な状態にあって

も悠然としつつ，また時には力強く遭進するという，ゴーテイエの「河馬」の

イメージに，その風貌から感じられる滑稽なイメージを重ね合わせて，新しい

意味内容の備わった詩の世界を構築している。詩のリズムや韻律などは，ゴー

テイエの影響によるところが大きいが，イメージの展開の方法は，エリオット

に特有のものである。

３ 

第一連では河馬の風貌が描写されていたが，第二連に移ると，「真の教会」

との対比で，河馬の劣位性がさらに強調されている。このことは，この詩の世

界におけるイメージの展開に関して，特に重要な意味を持っている。

ＦｌｅｓｈａｎｄｂｌｏｏｄｉｓｗｅａｋａｎｄｆｒａｉＬ 

Ｓusceptibletonervousshock； 

ＷｈｉｌｅｔｈｅＴｒｕｅＣｈｕｒｃｈｃａｎｎｅｖｅｒ（aｉｌ 

Ｆｏｒｉｔｉｓｂａｓｅｄｕｐｏｎａｒｏｃｋ (11.5-8） 

泥沼の中にいる河馬に対して，岩の上に立つ不動の教会のイメージは，堅固

な建造物である可視的な教会と，その教会をとおして得られる不可視的な敬度

な信仰を同時に象徴しているかのような印象を，読者に抱かせる。ところが，

この箇所に続く第三連では，
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Thehippo，ｓfeeblestepsmayerr 

lncompassingmaterialends， 

WhiletheTrueChurchneedneversti「

Ｔｏｇａｔｈｅｒｉｎｉｔｓｄｉｖｉｄｅｎｄｓ． (11.9-12） 

というように，教会の持つ意味が突然その性質を変え，世俗的で物欲に流され

る教会に取って代わり，その物質主義的な教会の様子力噺笑されるのである。

そして，河馬のほうが踏み外すかもしれない「物質的な目的」（10行目）こそ，

実は「真の教会」にとっての目的であり，ここでは「配当金」（12行目）とイ

メージの上で重層しているように思われるのである。しかも，「真の教会」は，

労せずして「配当金」を手に入れるのである。まさに／世俗化した教会のこと

である。

ここで改めて第一連にあった，「河馬は，肉と血のかたまりにすぎない」と

いう表現を思い起こすと，この詩句から，聖餐式の儀式が連想される。但し，

この詩における「肉と血」を，ただちに十字架のキリストと直接的に結び付け

て考えることには，無理がある。しかし，本来は神聖であるべき教会の世俗化

とは対照的に，「がっちりとして」（３行目）いるようでいて，また時には「か

よわい」（５行目）河馬の中に，少なくとも世俗の教会よりは，蹟罪の可能性

が存在するのである。この意味においては，河馬は，人間の持つ弱さを象徴し

ており，第四連から第六連にかけて描写されているような河馬の生態が暗示す

るように，世俗から離れて自然のままに，延ては，神の摂理のままに生きるこ

との重要,性を，エリオットは意識していたのではなかろうか。エリオットは，

このような考えをゴーテイエの技巧を基に，宗教的な要素を枠組みとして，更

に詩的な工夫を施して表現したように思われるのである。特に，詩の冒頭部分

における聖餐式との関連性を漂わせる詩句が，第七連における河馬の昇天の場

面を経て，続く第八連において，「小羊のIIL」による}掴いという展開によって

具体的に描写される詩の構成は，イメージの展開と詩的工夫に関する，エリオ

ットの絶妙な技法といえるであろう。

ＢｌｏｏｄｏｆｔｈｅＬａｍｂｓｈａｌｌｗａｓｈｈｉｍｃｌｅａｎ 

Ａｎｄｈｉｍｓｈａｌｌｈｅａｖｅｎｌｙａｒｍｓｅｎ(old・

Ａｍｏｎｇｔｈｅｓａｉｎｔｓｈｅｓｈａｌｌｂｅｓｅｅｎ 

Hosei University Repository



9７ 

Performingonaharpofgold． 

Ｈｅｓｈａｌｌｂｅｗａｓｈｅｄａｓｗｈｉｔｅａｓｓｎｏｗ， 

Ｂｙａｌｌｔｈｅｍａｒｔｙｒ,dvirginskist、

WhiletheTrueChurchremainsbelow 

Ｗｒａｐｔｉｎｔｈｅｏｌｄｍｉａｓｍａｌｍｉｓｔ． 01.29-36） 

詩の冒頭部分では澗蝋の対象と思われた河馬が昇天し，天使の列に加えられ

た。逆に，「真の教会」が世俗社会の中で本来の役割を放棄したまま一向に改

俊の兆しさえも見せずに，沼地から発散する物欲という毒気の霧に包まれて，

配当金によって「寝ていても食える」（"TheChurchcansleepandfeedal

once''124）という状況が，皮肉にも「真の教会」という語句の繰り返しに

よって強調され，この詩は終わる。エリオットの「河馬」は，堕落した教会よ

りも，自然のまま，あるがままに生きる河馬のほうに，救済の可能性があると

いうことを主題としているが，この詩は，単なる皮肉や風刺を交じえただけの

逆説的な構成の詩ではない。つまり，たびたび繰り返される「真の教会」とい

う語句には，詩行における意味以上に，一層深い意味が込められているように

思われるのである。この詩における「真の教会」は，詩のエピグラフで用いら

れた「ラオデキヤ人の教会」と，何らかの関連があるのではなかろうか。

Ａ"‘zﾋﾞﾉﾉbe7ztﾉijS"s此jS7aJz/α"２０"gyD鰹,czJzJsct”z

it6eｧFzJ`αAoi"zﾉhecﾉ､'℃ﾉWTheL6JozjibFα"s、

このエピグラフは，新約聖書の「コロサイ人への手紙」第４章16節から引用

されたものである。ラオデキヤ人の教会とは，この場合，聖と俗の中間にあっ

て，どちらともつかない中途半端な状態を示している。ラオデキヤ人は，「ヨ

ハネの黙示録」第３章において，冷たくもなく，力､といってまた熱くもない微

温的な存在として位置づけられており，何の不自由もない金持ちであると思い

込んでいる，と表現されている('3)。そして更に，真に豊かな者となる為には，

根本から悔い改める必要のあること力説かれている(Ｍ１。「ヨハネの黙示録」に

記されているラオデキヤ人の性質は，堕落した世俗の文明人のそれとも相通じ

ているが，それでもなお，彼らには，救済の可能性が示唆されている。一方，
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エリオットの「河馬」における「真の教会」は，ラオデキヤ人の教会と同様

に，まさに現代の物質主義に染まって世俗化した教会の象徴でもある。そして

昇天した河馬とは対照的に，「真の教会」は，相変わらず自己満足に浸ってお

り，「ヨハネの黙示録」で示されたラオデキヤ人の自己満足と等しく，例えて

いえば，岩の上に建つ「真の教会」は，大抵の災害では崩壊する危険はない

し，配当金によって，ただ寝ているだけでも繁栄することができるのだ，とい

ったような誤謬を正当化するのである。「真の教会」は，繁栄の意味から信仰

との接点を抜き去り，その意味を，地上における物質的な栄華とすり替えたの

である。ここに「真の教会」に対する改革の余地が存在するのであるが，エリ

オットのこの詩の世界からは，「真の教会」の浄化は見込めそうにない。

自己満足を中心にしたラオデキヤ人の教会を暗示する「真の教会」の描写

は，世俗化した教会に対する皮肉や批判の表現だけにとどまらない。教会の自

己満足に対する皮肉や批判の中には，エリオット自身の宗教観の一端を垣間見

ることができるのである。エリオットは，人間を罪に満ちた存在として捉えて

おり，原罪の観念を抱いていた。そして，教会の儀式に積極的に参加し，自己

鍛練を重ねることによって罪が浄化され，精神が癒されると信じた('5)。従っ

て，エリオットにとっては，自己満足に浸っていて進歩しようとはしない教会

を，とても真の教会とは言い難く，「河馬」における逆説的な主題をとおして，

エリオットの宗教観に基づいた，近代文明への批判と教会への警鐘が，この詩

の構成において要所を占める「真の教会」という語ﾉi１１の中に，皮肉とともに込

められているように思われるのである。

４ 

教会の世俗化が深刻な状態に陥れば陥るほど，教会の儀式の形骸化も進み，

本来は神聖であるべきはずの聖餐式などの重要な儀式は，機械的な行為と化し

ていく。エリオットが，キリスト教を信仰する上で最も希求した臘罪の概念

は，産業の発展と，これに伴う世俗社会での繁栄をもくろむ人間の欲望によっ

て，教会の中でも次第に無力なものとなり，かえってエリオットには，自己を

救済してくれる魂の拠り所となるべき精神面での支えを，一層必要とした。そ

してエリオットは，本来の意味での神聖な教会の儀式をますます重要視して，

実践していくのである。
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本論の第一章で引用した「うつるな人びと」の最後のコーラスの直前に置か

れている三行は，聖餐式において用いられる「主の祈り」の一部分であるが，

詩におけるその表現形態は支離滅裂で，全く意味不明である。しかし，この支

離滅裂で，限定する対象もないままに定冠詞の"the.，を行末に据えた単語の配

置によって，詩の世界における語り手の「主の祈り」の頓挫が象徴的に表現さ

れている。「うつるな人びと」における宗教的な要素は，この「主の祈り」の
取り扱い方からも垣間見られるように否定的に捉えられており，教会の無力と

虚像，あるいは，異端的な偶像崇拝を伴って，語り手の人生の虚無と信仰への

懐疑が，軽妙な詩のリズムの背後に具体化されている。そして，宗教に直接結

び付く諸問題が，語句の選択と配置によって巧みに軟化され，語り手の中で再

構築されていく。その過程において，宗教的な諸々の要素は，作品世界の中の

より個人的な段階で，密接な連係を保つことになるのである。

エリオットは，「うつるな人びと」を発表してからは，それ以前にもまして

宗教的な要素を詩の素材としていった。しかし「うつるな人びと」以前の詩

とは異なり，この詩では，宗教的な要素は肯定的に捉えられ，詩の語り手とな

る人物の状況に則して，詩の世界において，直接的でまた中心的な課題となっ

て，改めて信仰の問題として宗教的な要素が取り扱われている。

ダンテがベアトリーチェによって導かれ，天国への道を進みだしたこととは

対照的に，「うつるな人びと」においては，ダンテ的な世界は縮小し，消極化

したものとなっている。ベアトリーチェを坊佛とさせる「眼」は，うつるな人

達の前にはとうとう現われない。虚しい状況から救い出してくれる「眼」は，

同時に，信仰を正しく導くl1Rでもあ})，その眼が存在しない世界において，彼

らは信仰的にも「盲目」（"Sightless"）な状態にあって，精神的には死せる人

びとなのである。実像と虚像が交錯する「うつるな人びと」の世界は，

SightlessUnless 

Theeyesreappear 

AstheperpetualstaT 

Multifoliaterose 

OMeath，ｓｔｗｉｌｉｇｈｔｋｉｎｇｄｏｍ 

Ｔｈｅｈｏｐｅｏｎｌｙ 

Ｏ（ｅｍｐｔｙｍｅｎ． (Ⅳ，10-16） 
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というようなダンテロゥ世界と融合し，「眼」は「悠久の星」と「八重のばら」

へと変化していく。しかし，ダンテの天国とは異なり，「死の薄明の王国」と

いう現世の世俗社会の中で虚しくすすり泣きながら，新たな秩序を備えた新世

界の到来を，うつるな人達は期待するのである。しかも，その期待は絶望と表

裏一体であり，エリオットは，明確な形では回答を表現していない。少なくと

も，虚しい現世が，終末を迎えることだけは，明らかである。

「うつるな人びと」における作,Ｈ１世界の展開の過程と，これに伴うイメージ

は，詩的技巧という点で，エリオットの初期の詩とある程度の共通性があり，

詩の主題自体についても，同じ事がいえる。しかし，宗教的な要素や信仰の問

題を含めた詩の素材に限ってみると，「うつるな人びと」からは，初期の詩と

は異なった素材の処理方法力読み取れる。同じ宗教的な要素にしても，初期の

詩では，それは現代の文明や国家との関係において捉えられていて，たとえ一

個人の挙動や，それに対する批判や風刺といえども，社会という広い範囲の中

で，物語が展開していく。しかし，「うつるな人びと」においては，信仰の問

題が個人の実在と結び1寸き，初期の詩に見られたような，近代国家の世俗化と

文明の堕落に対する批判の強調度が，「うつるな人びと」では極端に鈍化して

いるのである。

1t["TheHollowMen"]isboththelastpoemintheoldmannerand 
theｆｉｒｓｔｉｎｔｈｅｎｅｗＷｈｅｎｉｔ（iTstappeareditseemedverynearto 

`thebottomoftheabyss，；toexpressinamorepersonal｛ashionthe 

desolationo（７１ｈｅＷｈＬｓｔｅＬａﾉJd1ItsIinallineshaveoftenbeenquoteｄ 

ａｓａｃｒｙｏｆｅｘｔｒｅｍｅｄｅ{eat,anutterancefromthe`heartofdarkness，、
Butitcontains、fleetingly，ｔｈｅｎｅｗｉｍａｇｅｓｗｈｉｃｈｒｅｃｕｒａｇａｉｎａｎｄ

againinthelaterpoetry,ａｎｄｔｈｅ（ｉｎａｌｌｉｎｅｓｍａｙｂｅｔａｋｅｎａｓｔｈｅｆｉｒｓｔ 

ｓｉｇｎｏ｛ｔｈｅｎｅｗｔｈｅｍｅｏ｛rebirthThewhimperwithwhichthepoｅｍ 

ｃｌｏｓｅｓｍａｙｂｅｔｈａｔfirsl［aintqueruloussoundwhichtellsusthala 

childisborLandisalive/M') 

エリオットの詩作品の中でも，特に「うつるな人びと」は，エリオットの詩

に対する創作態度や詩的技法の変化を如実に示す作品である。この詩の発表直

後に創作が開始された『灰の水曜日』にしても，『灰の水曜日』と同時期に発
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表された『妖精詩集』（AγだIＰｂビア7zs）と題する一群の詩にしても，ともに信仰

の問題が主題として取り扱われている。ところがＷ､ずれの詩も「うつるな人

びと」とは異なり，信仰の問題が，詩の作品世界の中で回避されたり椰楡され

たりすることなく，正面から宗教的な課題に交渉を持とうとする様子が，窺え

るのである。このような方向`性は，エリオットの改宗と関連があるように思わ

れる。

エリオットは，1927年にアングロ・カトリックに改宗したが，エリオットの

詩の成立過程に則して詩の内容の変化をたどる時，エリオットの改宗と創作態

度との間には，相関関係が成立し得る。このことは，エリオットの個人的な事

`情が，ただちに詩的な素材となって詩作品に加工されるということを意味する

わけではない。詩人の個人的な経験や事柄が；完成された詩の世界の形成に何

らかの影響を与えるとしても，それは，詩の成立過程に限った問題であり，完

成された詩の芸術的な価値それ自体と，詩を創作する詩人の個人的な部分と

は，一線を画して捉えられるべきである。この意味において，エリオットの改

宗を境にした詩の作品世界の相違は，エリオットの人生観の変遷と無関係であ

ると完全に断言することはできないまでも，初期のエリオットの詩人としての

関心は，社会全体に向けられていて，その社会に対する批判的かつ皮肉的な態

度が，改宗後の中期以降は，より一層，人間の内面的な部分を意識して，そこ

に詩的な芸術性を見出そうとしたことを物語っている。

エリオットは，『灰の水曜日』を出版した後，］932年から1933年にかけてハ

ーヴァード大学で行った講演を『詩の効用と批評の効用』（ｍｈｅｕｓｃｑ/PbFZry
q"`tb2USeq/“ticjsm）と題してまとめ，その序文の中で，もしも嘘の水

曜日』の第二版を刊行するとしたら，バイロン（Byron）の『ドン・ジュア

ン』（D、”α"）の一部分を，『灰の水曜日』の序文として使用したいと述べ

ている《'7)。その部分には，詩人と読者の関係についてのエリオットの考え方
が含まれているからである。エリオットは，詩人が何らかの目的をもって詩を

創作したとしても，完成された詩に詩人の意図したことがそのまま投影されて

いるわけではなく，詩人の意図が，読者に常に的確に伝わることも殆どありえ

はしない，と考えるのである。また，読者が詩をとおして心に抱く感情は，そ
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の詩の世界の全てを正しく把握した結果として生じるものでもない。詩の世界

は，詩人にとっての世界から遊離してしまい，読者の価値観に基づいた思考過

程の中で，新たな世界として形成されるものなのである。つまり，完成された

芸術作品としての詩は，詩人の感情や思想を表現する為の直接的な対象ではな

いのである。

エリオットの改宗後の詩における宗教色の強化は，すでに改宗以前において

も，詩という芸術としての表現形式の中に意識されていたと考えることができ

る。そして，エリオットの宗教の意識は，『灰の水曜日』の創作過程において，

それ以前は文学的な一つの技法として否定的に抑圧してきた宗教的な要素を詩

の素材として肯定的に解き放ち，初期の詩に顕著であった風刺や潮笑や皮肉と

いうような手段による現代社会と人間とに対する客観的な描写が，より一層，

人間の内面的な問題へと方向を変えたのである。この意味においては，エリオ

ットの初期の詩における宗教的な要素と，中期のＴ灰の水曜日』を経て，『四

つの四重奏』の作品世界で頂点に達する宗教の意識は，根本的には，宗教の問

題がどのような形で詩として表現され得るのか，という点で，エリオットの創

作活動の全期間をとおしての，一つの共通した課題となっている。そして，詩

の作品世界を構成するさまざまな素材や状況は，エリオットの個人的な経験や

人生観とは全く無関係に独自の性格を形成し，内面的な信仰を扱った改宗後の

詩の内容は，エリオットの信仰の問題とその克服の影響を，詩の成立過程にお

いて完全に無視することはできないにしても，読者に伝達されるべき詩の世界

そのものに，エリオットの個人的な信仰心や感情の変化を見出すことはできな

い○

Ifpoetryisa(ｏｒｍｏ｛`communication':ｙｅｔｔｈａｔｗｈｉｃｈｉｓｔｏｂｅｃｏｍ‐ 

municatedisthepoemilselLandonlyincidentallytheexperience 

andthethoughtwhichhavegoneintoit、Thepoemsexistenceis

somewheTebetweenthewriterandthereader；ｉｔｈａｓａｒｅａｌｉｔｙｗｈｉｃｈ 

ｉｓｎｏｔｓｉｍｐｌｙｔherealityofwhatthewriteｒｉｓｔＴｙｍｇｔｏ‘express，or 

ofhisexperienceofwritingit,ｏｒｏｆｔｈｅｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｏ（ｔｈｅｒｅａｄｅｒｏｒ 

ｏｆｔｈｅｗｒｉｔｅｒａｓｒｅａｄｅmConsequentlytheproblemo（whatapoem 
m8） 

`means，ｉｓａｇｏｏｄｄｅａｌｍｏＴｅｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｈａｎｉｔａｔ（irstappears． 
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詩は，言語による芸術である以上，詩は読者に対して何らかの感動を与え，

読者の精神作用に良い影響を及ぼすことが可能である。しかしエリオットは，

｢詩の効用」の問題に触れて，詩人が詩を創作する場合に，詩の文体や主題を

選択することで，その完成された詩は，読者を詩人の問題意識に気づかせ，詩

の世界において詩人が伝えようとする意図を，的確に読者に伝達することがで

きるとは考えていない､，)。詩の芸術的な価値を，読者に対してどれくらいの

感動を与えることができるのか，という基準で判断することは，さほど意味あ

ることではないのである。エリオットは，一編の詩が，言語による伝達の形式

であるとみなすことに異議を唱えようとはしないが，伝達されるものは詩その

ものであり，詩はそれ自体が詩人から独立した存在であると捉えている。詩の

効用は，読者の価値観によって独自に形成され，その中で，詩の意味が限定さ

れるのである。

このことに付随して重要な問題となるものは，批評のあり方である。詩の創

作において，詩についての経験を言葉にして伝えようとしても，それはいろい

ろな経験の一部にしかすぎず，詩についての経験の延長にすぎないのである。

また，すぐれた詩を見分けることは，結局のところ，読者や批評家の感受性に

委ねられているのであり，この意味においてエリオットは，リチャーズ（L

ARichards）の詩論を引用し，詩が何をいっているのかではなく，詩とは何

か，という問題が重要なのであるとの論陣を張っている。そして，「詩とは何

か」の問題は，経験を組織化していくことによって解決される，と持論を展開

していく。更にこの組織化は，感情に知的な要素を加えた鑑賞力を基礎として
パターン

成立し，詩の鑑賞によって読者の心の中'二形成された型が，「詩とは何か」

の問題に対する一種の解答であると述べ，「詩とは何か」という疑問は，詩に

対しての経験から自然に発せられるものであり，詩には批評的な機能が備わっ

ていることが，その疑問の前提となっている，と結論づけるのである(20)。
エリオットが主張する詩と経験の問題は，既に初期の伝統論においても垣間

見ることができるのであるが，詩の創作過程における個`性と情緒の関係を中心

にした伝統論の論述は，19世紀から引きずる個性と感情の至上主義的な風潮に

対抗する立場に立つものである。

Theeffectofaworkofartuponthepersonwhoenjoysitisanex-

periencedifferentinkind（romanyexperiencenoto（ａｒｔｌｔｍａｙｂｅ 
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formedoutofoneemotion，ormaybeacombinationofseveral；and 

variousfeelings，inhering｛oTthewriterinparticularwordsor 

phTasesorimages，ｍａｙｂｅａｄｄｅｄｔｏｃｏｍｐｏｓｅｔｈｅfinalresultOr 

greatpoetrymaybemadewithoutthedirectuseo｛anyemotion 

whatever:ｃｏｍｐｏｓｅｄｏｕｔｏ（（eelingssolely．．．、Thepoet,smindisin

factareceptacleforseizingandstoringupnumberlessfeelings， 
phrases，images,whichremainthereuntilalltheparticleswhichcan 

uniteto（ormanewcompoundarepresenttogether.(2'） 

詩人の精神状態や感情と情緒の結び付きに関するこの見解を発展させて，エ

リオットは，詩とは何かの問題を，経験の組織化という概念に基づいて，詩人

と読者との関係を念頭に，改めて批評の観点から捉え直そうとする。エリオッ

トの批評における主軸は，伝統の概念にあり，それはおのずから，エリオット

が力説する｢個性からの逃避｣2鋤という感覚と表裏一体をなしている｡しかも

エリオットは，読者が詩を理解する際に，批評は道具としての機能を果たすと

見ており，エリオットにとって批評の目的は，現在の文学の中に，過去からの
継続性を確立することにあるi23)。伝統という抽象的な用語に対するエリオッ
トの感覚は，

ＹｅｔｉｆｔｈｅｏｎｌｙｆｏＴｍｏftraditionofhandingdown､consistedin 

(oＵｏｗｉｎｇｔｈｅｗａｙｓｏ（theimmediategenerationbeforeusｉｎａｂｌｉｎｄ 

ｏｒｔｉｍｉｄａｄｈｅｒｅｎｃｅｔｏｉｔｓｓuccesses．‘tradition,shouldpositivelybe 
discouragedWehaveseenmanysuchsimplecurTentｓｓｏｏｎｌｏｓｔｉｎ 

ｔｈｅｓａｎｄ；andnoveltyisbetterthanrepetitionTraditionisamatter 

o（muchwidersigniIicance(2ｲ） 

という論述の中に示唆されている。エリオットの伝統の意識は，前の時代のす

ぐれた詩人や芸術形式としての詩作品を無批判的に受け継ぐ，受け渡し的な態

度と相対するものである。そして，詩における情緒の表現は，エリオットが

｢歴史的意識_I(灘)と呼ぶ，いわゆる時代の同時`性と同時的秩序を意識した時間
意識の中で，普遍化されるものなのである。その過程において，感情や情緒
は，単に詩人の個人的な精神作用にとどまらず，時代の試練に耐え得るものへ
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と昇華される。この点において，詩人の感情や情緒は，詩の創作に対して，た

だそれだけで重要な意味を持つものではない。しかし，詩の素材を芸術の形式

へと発展させる－要素として，決して軽視されてはならないものでもある。エ

リオットの批評からも窺えるように，エリオットは，詩人の個性にしても感情

にしても，詩の創作過程における処理の施し方に重点を置くのである。エリオ

ットは，一つの時代に特有の精神を芸術の形で表現し，そこに詩人の感情を移

入させる場合，まず感情の客観化を目指すのであり，その際に，詩人の意識に

力Ⅱえて，例えば用語の選択や配置などといった，詩的技巧や思索など力泌､要と
されるのである。従って，エリオットの創作態度に垣間見ることのできる，一

見したところの主知主義的な傾向は，翻ってみると，ある意味では主知的なも

のとは，相容れない性質を有している。むしろエリオットは，詩人の感情や感

受性を尊重したｔで，伝統の意識との融合によって〆個性の滅却を達成させよ

うとするのである。エリオットにとっての伝統とは，過去が現在の中にも生き

ているという観念を含んでおり，伝統の意識による個性の滅却によって，詩に

おいて表現される情緒は，普遍的で包括性を帯びたものとなるのである。ま

た，エリオットが創り出す詩の作品世界は，自分自身の批評の精iwllを実践する
場にもなっている。そして，エリオットの初期の評論に特徴的な伝統意識や，

それに関する個性の問題は，エリオットをアングロ・カトリックの道へと導い

た，彼の思想の変遷とも関連性がある。つまり，エリオットが文学に求めた同

時的秩序は，表現方法という点で，詩的感受性の普遍化の過程の中でダンテ的

要素と宗教的意識を伴いながら，キリスト教信仰における正統的秩序の希求へ

と発展していくのである。

《注》

（１）灰の水曜日とは，四ｲﾘ節（イエスの復活のロ0M[1に先立ち，日曜日を除いた40ｐ
間）の第一主日のIMiの水曜ロで，四旬節の初日に当る。中世以来，西方教会では聖
別きれた灰を弧にかけ，また額に十字の印をつけ，キリストの荒野での40[llllIの断
食（｢マタイ」４：１－１１）に倣い，節欲と克己に努めることでキリストの受難と
十字架の死とをしのび，復活を待望しつつ，罪の悔い改めに努める。プロテスタン
ト教会では，四ｲﾘ節の初日とするにとどまる。「灰の水曜日｣，『日本キリスト教歴
史大事典ざ（中央区：教文館，1988)。

（２）Ｔ・ＳＥ１ｉｏＬ７１ﾙFCb'"沖lePbemsα"dPhDAsq／７１ＳｌＥ/ｊ０ｌ,edValerieEliot（1969；
London:FaberandFaber,1985),Ｐ８５．以下Ｔ・Ｓ・エリオットの詩は全てこの版
からであり，括弧によってその行数を示す。

（３）Robe｢ｔＢＫａｌ)lan，７１ＳＥｊｊｏ歯AfljD'･ＰＣ`'"ｓα'ｌ‘ﾉｺkys(Lincoln：ClilrsNotes．
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1965),ｐ５２ 

（４）井上義昌編，ｒ英米故醐伝説辞典・増補版」（千代lI1区：冨山房，1972)，４０５－
408頁。

（５）この部分はｿﾞポードレール（Baudelaire）のｒ悪の蕪」（LesF姥izだ”Ｍ７/）に
影響を受けたとエリオットは述べている。TSEliot・Woteson恥nbSleLα"`f”
〃eCbmP嫁Ｆｏ”ｉｓα"ｄﾉﾛｿtmysq／７ＹＳｌＥノヵムｐ７６．

（６）この諺の「芸術」に当る部分は，本来はギリシア誌の「医術」を意味する単語が
用いられていた。つまり，「医術は長く，人生は短い」というのがその原形であっ
たが，ローマを経てヨーロッパに広まる過程において，「芸術」に取って代わった
ようである。外山滋比古，『英語ことわざ集」（岩波ジュニア新書86,1984)，140-
141頁。

（７）GeorgeWilliamson,ＡＲＵq(ｌｔ７ｂＣヅノ蝿ｌｏ７ＹＳｌＥ/io(:Ａﾉ信b""－By-Pbe腕Ａ，lm1ysis，
２ｎｄｅｎＬｅｄ.（1967:London9ThamesandHu〔lson,1984),ｐｐｌ６０－６１

（８）PeterAckroyd,７ＴＳＥノル!(London:HamishHamilIonl984),ｐｐ」31-35.
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FaberandFaber,l986lp206 
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(１３）CfGeorgeWilliamsonp91 
(14）「ヨハネの黙示録」３：18-22

(15）FBPinion,Ａ頭ＳＥ/iofCb"ﾉｶα"ｊｍＪＬ(/iga"‘Ｗb'輝(London:TheMacmillan
Press,1986),ｐ８７． 

(16）HelenGardner，７冊e〃/q/７１ＳＥ/ね/(1968;London:FaberandFaberJ985)．
ｐ，１０５． 
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